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１．検討会としての通学区域案
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▼住所一覧
箇所 住所 現在の

通学区域校 調整案

A 常盤台三丁目１～２３番 上板橋三中 そのまま

B 南常盤台二丁目１～４、１５～１７番
南常盤台二丁目５～１４番 上板橋三中 上板橋一中へ

変更

C 東新町一丁目５０～５３番、東新町二丁目１～
７番、東山町３４、５１～５２番 桜川中 上板橋一中へ

変更

D 大谷口上町１２～１５番、大谷口北町１～５、
９～１５、４４～４８番 上板橋一中 そのまま

E 大谷口上町３～１１、１６～２３、２６～２８、
３６番 上板橋一中 板橋二中へ

変更

F 仲町４～１２、２５～４６番 板橋三中 上板橋一中へ
変更

G 中板橋２４、２８～３１番 上板橋一中 そのまま

H 常盤台一丁目３３～３７番 志村一中 上板橋一中へ
変更

▼将来学級数予測
学校名 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

上板橋一中 12 12 13 12 11 11 11 10
上板橋二中 13 13 12 13 14 15 14 14
上板橋三中 12 12 11 11 12 11 11 11
桜川中 12 12 12 11 11 12 11 11
志村一中 19 18 17 16 15 15 14 12
板橋二中 12 13 12 13 12 12 12 12
板橋三中 13 14 13 14 14 12 13 12

• 通常級の学級数の予測です。
• 将来学級数予測は、各通学区域内在住の平成24年4月2日から令和4年4月1日生まれの住民
登録者数を基に、過去の5年の入学傾向を反映し、推計したものです。

• 上板橋一中の入学傾向は、上板橋二中旧校舎引越しに伴う影響を除外するため、H29～R3年度
までの5年間の入学傾向を採用しています。

▼通学区域案の主なポイント
① 改築というタイミングを機に、小中一貫教育推進の視点から、
可能な限り学びのエリアの小学校と中学校の通学区域の整合
を図る。

② 変更することにより、通学距離が明らかに遠くなる区域は、
そのままとする。



年度 R4 R5 R6 R7 R8 R9

通学区域 検討
検討状況は、「改築だより」などでも、
お知らせしていきます。

検討結果

確定
検討結果に応じて
周知・説明

通学
区域
変更

（規則改正）

４月 新校舎完成
供用開始

Ｒ４年度～

上一中改築
検討会
（上一中CS）

Ｒ５年度～

関係校(CS)･
地域へ
説明･意見交換

調整区域（※）２年設定

８月

※通学区域を変更する対象となった区域については、経過
措置として、変更時期から2年程度、変更前の中学校へ
の入学希望が優先される「調整区域」に設定する予定です。

検討結果について、
地域の皆様にお知ら
せします。 通学区域を変更する

場合は、令和9年度
からの新校舎完成に
合わせるため、令和
8年8月1日付規則改
正を行い、通学区域
の変更を決定します。

上板橋一中としての通学区域案を検討し、必要に応じて関係校・
地域と意見交換・確認の上、通学区域の検討結果を確定します。

通学区域を
変更する場合

２．通学区域検討に関する今後のスケジュール予定

２

CS：「コミュニティ・スクール委員会」の略


